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桜学園つくば市立九重小学校 

   
 今年も残すところ１か月となってまいりました。今年は、保護者の皆様の御協力のもと、感染症等の
影響を受けずに、行事や校外学習を順調に実施することができています。校内では、自ら学び、考えを
深め合う授業の実践を行ってきました。また、考えを深めるために、朝の「九重トーク」において、自
分の考えを話す時間も設けております。また、体力の増進としては、体育の授業を利用した、マラソン
ウィークで持久走の練習を行い、体力作りに励んでいます。今年最後の月となり、残りの１か月は、今
までの生活や学習を振り返り、新しい年を迎える準備をして欲しいと思います。寒さが本格化する季節
ですので、保護者の皆様におかれましては、引き続きお子様の健康管理への御協力をよろしくお願いい
たします。 

 

  
桜学園は、令和５年度より２年間、つくば市教育委員会より研究の指定を受け、学園で研究を進めて

参りました。１１月７日（木）に、市内の学校に向けて授業公開を行い、研究の成果を披露しました。

研究のテーマは「自ら学ぶ意欲をもち、考えを深め合う児童生徒の育成～課題設定と単元構成の工夫を

通して～」です。本校では、代表の７クラスを公開し、児童が主体的に、課題に向かう姿や、探究活動

を行っている姿、互いに意見を交流し、考えを深め合う姿を発表することができました。多くの来賓の

先生方の前でも、堂々と発表する姿が見られ、児童の成長が見られた発表会となりました。 

   

     
【２年生 国語】         【４年生 社会】      【６年生 つくスタ】 

 

  
１１月１１日（月）に給食センターによる給食指導訪問が、２・３・５年生対象に行われました。つ

くば市ほがらか給食センターでもお仕事をされている、市内の栄養教諭の先生、JA 谷田部の生産者の方、

JA 谷田部営農センターの方をお招きして学習しました。２年生は「給食ができるまで」、３年生は「は

たらく人とわたしたちのくらし～農家の仕事～」５年生は「食料生産の新たな取り組み～つくば市～」

の内容で学習しました。給食ができるまでの過程や地産地消の良さを知り、食料自給力を上げるために

今からできることについて学ぶことができました。   
 

   
１１月１８日（月）に、５年生は、社会科の学習でクボタの工場見学に行ってきました。工場の方か

ら、車がどのように作られているかについてや、仕事の内容を学ぶことができました。 

１１月２６日（火）に、１年生は、生活科の公園探検の学習で、洞峰公園に行ってきました。秋の公

園の木々の様子を観察したり、遊具の遊び方を学んだりしてきました。 

     
【２・３・５年生 給食指導】   【５年生 工場見学】     【１年生 公園探検】      

 
  

     


